
中間整理 ～新型コロナウイルス感染症が地方に与えた影響～
行動制約、需要減少に起因する影響

⇒感染拡大の抑制に伴い逓減が見込まれる
経済・社会の構造的な変化に起因する影響

⇒中長期的に継続する可能性
新たな価値観の台頭

⇒今後の地方創生にも有効
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休業などによる一時的な所得減少

観光需要の減少

雇用の減少

地域イベントの延期・中止

地方への関心の高まり
（地方移住・就労の”自分事化”等）

テレワーク、副業・兼業などの
新たな働き方の普及

地方への人の流れの増加

地域コミュニティの弱体化

デジタル化等の地域間格差の
拡大（過疎地域等）

関係人口の多様化
（カジュアルな関係人口の取組等）

地域の課題解決等に資する
多様な人材の不足

デジタル化の必要性に
対する認識の高まり

ＳＤＧs（脱炭素、グリーン
等）への関心の高まり
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産業構造の変化等に伴う
新たな雇用の創出

地方と海外とのつながりの強化

感染症に対応できない
地域企業の弱体化

資料２



中間整理 ～今後の地方創生の進むべき方向性（たたき台）～

 地方への人材・知識・産業の移転・集積
・「テレワーク、兼業・副業等」（「転職なき移住」）の推進
・地方移住の裾野拡大
・多様な関係人口の創出・拡大
・お試し移住・お試し就労等の促進
・地方における魅力的なしごとの創出・創業支援 等

 デジタル化の推進
・地方のデジタル環境整備
・観光や教育など様々な分野におけるデジタル技術の活用
・地域と海外とのオンラインでのつながりを活かした地域活性化 等

 新たな視点を取り入れた地方創生の取組
・エネルギーの地産地消の推進を含めた、脱炭素と地域経済活性化の好循環の実現
・ＳＤＧｓの視点を取り入れた地域での取組の推進 等

 地域の課題に対応したつながり・体制づくり
・感染症や災害などに対応するための“助け合い、支え合い”の体制・コミュニティの構築
・危機に対応できる地域経済・社会の体制づくり 等

○ 感染症が地方に与えた影響や新たな価値観の台頭等を踏まえた上で、
各地域が目指すべき地方創生の姿を検討し、以下の方向性に沿った取組を進める。
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